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長期的な視点で安定した資産形成を考えるなら、少額から投資ができる NISAは有効な手段です。

なかでも比較的安定した投資リターンが期待できる債券投資に注目し、「NISA で債券を買いたい」

と考える方も多いのではないでしょうか。 

 

そこで今回は、NISA で債券は買えるのか、債券投資のメリット・デメリットや賢く運用する方法に

ついて解説します。 

 

１. NISAで債券そのものは購入できない 

新しい NISA とは、2024年から始まった税制優遇投資制度です。 

投資家は、一定の非課税枠内で株式や投資信託などの投資商品を運用することができます。 

 

しかし、残念ながら NISAのルールにより、債券そのものを購入することはできません。 

 

NISAで債券投資を始めたいとお考えの方は、債券への直接投資ではなく、債券ファンド(債券が

投資対象の投資信託)に投資をすることで安定した資産形成を目指しましょう。 

 

２. NISAで債券ファンドに投資するには？ 

NISAで債券ファンドへの投資をするには、NISAの基本的な仕組みを理解することが重要です。 

 

続いては、NISA を利用して債券ファンドに賢く投資するための手順と知っておきたいポイントを紹

介します。 

 

NISAの仕組み 

NISAには、「つみたて投資枠」と「成長投資枠」の 2種類があります。 

 

つみたて投資枠は、その名の通り、毎月決まった金額を定期的に積み立てる投資枠のことです。

年間の非課税投資枠は 120万円まで、非課税保有限度額は 1,800万円までとなっています。 

 

一方で、成長投資枠は、つみたて投資枠よりも幅広い投資商品を対象に運用ができる枠のこと

です。年間の非課税投資枠は 240万円まで、非課税保有限度額は 1,200万円までです。 
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NISAで債券ファンドに投資をするなら、まずはこの基本的な仕組みを理解することが重要です。 

 

債券ファンドは「つみたて投資枠」の対象外 

「つみたて投資枠」の投資対象は、長期・積立・分散投資に適した一定の商品に限定されていま

す。 

金融庁が定めた厳しい条件をクリアし、長期積立投資に適していると認められた投資信託のみ

が対象となっています。 

 

そのため、NISAで債券ファンドに投資できるのは、「成長投資枠」のみです。 

債券ファンドは、つみたて投資枠の対象外となるので注意しましょう。 

 

「つみたて投資枠」と「成長投資枠」の違い 

新しい NISA制度の「つみたて投資枠」は、従来の NISA制度の「つみたて NISA」にあたります。 

長期的な資産形成を目指す目的で、少額から積立投資を行うことができます。 

信託報酬などの保有コストも低めに設定されているケースが多いため、初心者でも始めやすい

のがメリットです。 

 

一方で、ある程度の投資経験を有する方や短期間でのリターンを求める方の場合、つみたて投

資枠だけでは物足りない可能性もあります。 

成長投資枠なら、債券ファンドをはじめ、国内株式や外国株式、ETF（上場投資信託）など、つみ

たて投資枠よりも幅広い選択肢から投資対象を選べるため、高いリターンを期待して NISA を始

める場合におすすめです。 

 

さらに、NISAはつみたて投資枠と成長投資枠を併用することも可能です。 

つみたて投資枠で長期的な資産形成を行いつつ、成長投資枠でリターンが見込める投資商品を

購入するなど、投資目的に合わせた賢い運用戦略を立てることが重要となるでしょう。 

 

３. NISAで債券ファンドに投資するメリット 

NISAで債券ファンドに投資する大きなメリットは、比較的安定した収益性にあります。 

 

株式のボラティリティに比べて、債券ファンドは安定した値動きをする傾向があるため、長期的な

資産形成において重要な要素となるでしょう。 

 

また、特定口座であれば、債券ファンドから得られる普通分配金に対して税金がかかりますが、

NISA口座であれば非課税になるメリットがあります。 

 

さらに、分散投資の観点からも、債券ファンドは有効です。 

株式などへの集中投資に伴うリスクを減らすために、資産ポートフォリオの一部を債券に割り当

てることは一般的に推奨されています。 
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そのため、NISAで安定志向の投資戦略を立てる場合、債券ファンドの組み入れは効果的な選択

肢と言えるでしょう。 

 

４. NISAで債券ファンドに投資するデメリット 

債券ファンドに投資する主なデメリットとしては、市場の金利が上昇すると、債券の価値が下落す

るリスクがあることが挙げられます。 

 

また、そもそも債券の利回りが低い場合、税制優遇を受けても得られるリターンはそれほど大きく

はないこともデメリットと言えるかもしれません。 

 

５. NISAの成長投資枠で債券ファンドを賢く運用する方法 

NISAの成長投資枠で債券ファンドに投資する場合、景気の動向を見極め、信用リスクが低く安

定した収益が期待できるファンドを選定することが重要です。 

金利変動リスクを避けるには、中長期的な利回りカーブを分析し、適切な期間の債券ファンドに

分散投資することでリスクを最適化できるでしょう。 

 

最適化が難しい側面もあるため、資産運用のプロにアドバイスを求めることも賢い運用方法の一

つです。 

 

６. まとめ 

NISA制度の成長投資枠は、意欲的に資産を形成したい投資家にとって魅力的な選択肢です。 

しかし初心者が債券ファンドを運用する場合、市場の変動や複雑な商品選びに戸惑うこともある

でしょう。 
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＜著者プロフィール＞ 

福田 猛 氏 

ファイナンシャルスタンダード株式会社 代表取締役 

大手証券会社入社後、10年間、1,000人以上の資産運用コンサルティングを経験。2012年ＩＦＡ法人である

ファイナンシャルスタンダード株式会社を設立。独立系資産運用アドバイザーとして数多くのセミナーを主催

し、幅広い年齢層の顧客から支持を受け活躍中。 

 

著書に「金融機関が教えてくれない 本当に買うべき投資信託」（幻冬舎）がある。 

２０１５年楽天証券ＩＦＡサミットにて独立系ファイナンシャルアドバイザーで総合１位を受賞。 

■■■■■ 著 作 権 な ど ■■■■■ 

著作権者の承諾なしにコンテンツを複製、他の電子メディアや印刷物などに再利用(転用)することは、著作

権法に触れる行為となります。また、メールマガジンにより専門的アドバイスまたはサービスを提供するもの

ではありません。貴社の事業に影響を及ぼす可能性のある一切の決定または行為を行う前に必ず資格の

ある専門家のアドバイスを受ける必要があります。メールマガジンにより依拠することによりメールマガジン

をお読み頂いている方々が被った損失について一切責任を負わないものとします。  

参考 

経済金融情報メディア「F-Style」：https://fstandard.co.jp/column/ 

“F-Style”とは？ 

人々のくらしと密接に関わる「お金のヒミツや仕組み」を、より分かりやすくお伝えする経済金融メディアです。 

https://fstandard.co.jp/column/

